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････
････
････

各部のなまえ
かんたん操作ガイド

必ずお守りください（安全上の注意）
周囲の防火措置（機器の設置）について

安全なご利用のために

････
････
････
････
････
････
････
････
････

コンロを使う準備
コンロの使いかた
タイマーモード
揚げものモード
湯わかしモード
炊飯モード

グリルを使う準備
グリルの使いかた

電池交換

毎日の使いかた
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29
31
33
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････
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お手入れ
安全機能・温度センサー
故障かな？と思ったら
次の表示が出たら

仕様
アフターサービス

保証書

長くご利用いただくために
34
39
41
46
47
48
50
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qすぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。
w窓や戸を開け、ガスを外に出す。
eお買い上げの販売店または、東邦ガス営業
所に連絡する。

使用される方や他の方への危害・財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分・
表示をしています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいただき、内容を理解して正しく使用
してください。

安全に正しく使用していただくために必ずお読みください

危険 

警告 

注意 

お願い 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険または、
火災が切迫して生じることが想定される内容です。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性また
は、火災が想定される内容です。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害
のみが発生する可能性が想定される内容です。

安全に快適に使用していただくために、理解していただきたい内容です。

■危害・損害の程度による内容の区分

必ず守る 

■注意・禁止内容の絵表示

分解禁止

必ず守る

接触禁止禁止 火気禁止

発火注意 換気する

ガス漏れの際には

ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う

危険 

ガス漏れ時は、絶対に
・ 火をつけない
・ 電気器具（換気扇など）のスイッチの入・切をしない
・ 電源プラグの抜き差しをしない
・ 周辺で電話を使用しない
火や火花で引火し、火災の原因になります。
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機器の設置（取り付け、取りはずし）・
移転および付帯工事は、お買い上げの
販売店または、東邦ガス営業所に依頼
する
ガス配管接続には専門の資格・技術が必要です。

銘板に表示しているガス（ガスグループ）で使用する
表示以外のガスで使用すると、不完全燃焼による一酸化炭素中毒や爆発着火によるやけど、機器が故障
する原因になります。（電池ケースのふたの開けかたは、33ページを参照してください。）必ず守る 

必ず守る 

電池ケースのふた 

〈銘　板〉 （例）都市ガス用13Aの場合 

GBC4VNGN○○○ 
東邦ガス株式会社 

（型式名） 都市ガス用 
 13A  ○○○kW　 

H　　N
製造年月 

JIA認証 

　    部分を確認 
してください。 

商品コード 

製造年月・製造No 
を表示しています。 

PS  
TG

使用するガスについて

火災予防のために

設置の際には

機器を設置するときは、可燃性の部
分から十分離して設置する
当該地区の市・町・村の条例で定められてい
ます。必ず守ってください。

距離を確保できない場合は、別売の
防熱板を取り付ける
防熱板を取り付けなかった場合、火災の原因
になります。
・離隔距離については14ページを参照して
ください。
防熱板の購入は、お買い上げの販売店または、
東邦ガス営業所にお問い合わせください。

必ず守る 

機器周囲の改装（吊り戸棚を付けるな
ど）については、お買い上げの販売店
に相談する
ご自分で改装されると、設置基準上問題にな
る場合があり、火災の原因になります。

必ず守る 

警告 

警告 

機器をご使用の際には

使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、火災などの緊急の場合は、
下記の手順に従う
q消火する。
（点火／消火ボタンを「消火の状態」にする。）

w機器のガス栓を閉じる。
eお買い上げの販売店または、東邦ガス営業所に連絡する。
火災や一酸化炭素中毒のおそれがあります。

必ず守る 

使用後は消火を確認する
火災や思わぬ事故の原因になります。
※就寝や外出時は機器のガス栓も閉じてください。必ず守る 

消火の状態

点火マーク 点火マークが
消えます

閉

1

2 3
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揚げものは必ず200mL以上の油で
調理する
調理油の量が減ってきたり、はじめから少ない
と、天ぷら油過熱防止が正しくはたらかず、調
理油が発火し、火災の原因になります。

必ず守る 

火をつけたまま離れない、就寝や外
出をしない
料理中のものが焦げたり燃えたりするなど、
火災の原因になります。
※とくに天ぷらや揚げもの調理、グリルを使
用しているときは注意してください。
電話や来客の場合は、一旦火を消してくだ
さい。

禁　止 

燃えやすいものを機器の近くに置か
ない
機器の上や周囲に燃えやすいもの（ペットボ
トル、調理油など）、引火のおそれのあるも
の（スプレー缶、カセットコンロ用ボンベな
ど）を置かないでください。
火災の原因や、熱でスプレー缶の圧力が上が
り、スプレー缶が爆発する原因になります。

禁　止 

トッププレートに衝撃や荷重を加え
ない、上にのらない
トッププレートのガラス破損につながり、異
常過熱や火災の原因になります。
※破損したときは、程度の大小に関係なく、
すぐに修理を依頼してください。

禁　止 

引火のおそれのあるもの（スプレー、
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近
くで使用しない
火災の原因になります。

禁　止 

耐熱ガラス容器や土鍋など、熱が伝
わりにくい容器で油料理しない
天ぷら油過熱防止が正しくはたらかず、調理
油が発火し、火災の原因になります。

コンロ部をご使用の際には

鍋などがトッププレー
トからはみ出した状態
では使用しない
火災や機器焼損の原因にな
ります。

禁　止 

温度センサーの上面と鍋底が密着し
ていないときは使用しない
鍋底に密着しないと、温度センサーが正し
くはたらきません。
¡調理油の量に関係なく調理油が発火し、
火災の原因になります。

¡焦げつき自動消火機能が正しくはたらか
ない場合があります。

禁　止 

禁　止 

火災予防のために

機器をご使用の際には

警告 

発火注意 

センサー解除モードを使用するとき
は、揚げものなどの調理はしない
センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止
の消火温度が高くなっていますので、調理油
が過熱され、発火し、火災の原因になります。
（センサー解除モードについては、18ページ
を参照してください。）
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脂の出る料理には、グリル焼網の上
や下にアルミはくを敷かない
アルミはくの上にたまった脂が発火し、火災
や機器の損傷の原因になります。

発火注意 

アルミはく 

禁　止 

コンロをおおうような大きな鉄板や鍋
は使わない
一酸化炭素中毒のおそれがあります。

グリル部をご使用の際には

グリル使用前はグリル庫内を点検する
グリル庫内に食品くず、油くず、布などがあ
ると、使用中に発火し、火災や機器の損傷の
原因になります。

必ず守る 

グリル使用後および連続使用すると
きは、グリル受け皿にたまった脂を
取り除く
たまった脂が発火し、火災や機器の損傷の原
因になります。

必ず守る 

コンロ部をご使用の際には

火災予防のために警告 

点検の際には

絶対に改造・分解は行わない
改造・分解をすると一酸化炭素中毒などによる死亡事故のおそれがあります。また、火災の原因になり
ます。

分解禁止 

アルミはく製しる受け、省エネごと
くなど指定以外の補助具は使わない
一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれが
あります。

禁　止 

省エネ性を 
うたった補助具 

アルミはく製
しる受け 

グリル排気口の上にふきんやタオル
などをのせない
火災や不完全燃焼の原因になります。

禁　止 

グリル石 グリル石 

グリル受け皿にグリ
ル石やグリルシート
などを入れない
たまった脂が発火し、
火災や機器の損傷の原
因になります。

禁　止 
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機器をご使用の際には

使用するバーナーの点火／消火ボタ
ンを確認して操作する
間違って操作すると、別のバーナーが点火し
て、火災や思わぬ事故の原因になります。

必ず守る 

調理以外の用途には使用しない
練炭の火起こしや衣類（ふきんなど）の乾燥
などに使用しないでください。過熱・異常燃
焼による機器焼損や衣類などが落下して火災
の原因になります。

禁　止 

点火したときはバーナーが着火した
ことを確認する
着火していないと、火災や一酸化炭素中毒、
思わぬ事故の原因になります。

必ず守る 

グリル部をご使用の際には

鶏肉やサンマなどの脂の多い食材を
焼くと、飛び散った脂に引火して瞬
間的にグリル排気口から炎が出る場
合があるので注意する
やけどや火災などの原因になります。

発火注意 

火災予防のために注意 

ガス事故防止のために注意 

使用中は換気をする
使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。
換気を行わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、不完全
燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。
※自然排気式給湯器やふろがまを使用している場合は、換気扇を回さず、
窓を開けて換気をしてください。排気ガスが逆流して一酸化炭素中毒
の原因になります。

換気する 

機器をご使用の際には

グリル使用中、調理物が発火した場合は、下記の手順に従う
q点火／消火ボタンを押し、機器のバーナーを消火する。
w炎が消えるまでグリルとびらを開けない。
e消火後、お買い上げの販売店または、東邦ガス営業所に連絡する。
手順を行わなかった場合は、火災の原因になります。

必ず守る 

魚などの焼きすぎに注意する
魚などが燃え、グリル排気口から炎が出るこ
とがあり、火災の原因になります。必ず守る 

冷暖房装置の吹き出し口の近くや、強い風が吹き込む場所には設置していないことを
確認する
火が途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。

必ず守る 

設置の際には

バーナーキャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る
水分が残ったまま取り付けると、点火不良や不完全燃焼の原因になります。

必ず守る 

お手入れの際には
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片手鍋や底が凹んだ鍋や丸い鍋、底がすべりやすい鍋、径の小さい鍋などは、不安定
な状態で使用しない
¡片手鍋やフライパンなど、重心が片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツメ
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ出さないよう横に向け
て置くなど、安定した状態で使用してください。

¡中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちながら使用してください。
不安定な状態で使用すると、鍋が傾いて調理物が体にかかるなどしてやけどの原因になります。

点火操作をしても点火しない場合は、
点火／消火ボタンを「消火の状態」に
し、周囲のガスがなくなってから再
度点火する
すぐに点火すると、周囲のガスに引火して衣
服が燃えるなど、やけどの原因になります。

必ず守る 

機器をご使用の際には

コンロの奥へ手を伸ばすときは、手前のバーナーによるやけどや衣服への引火に注意
する
衣服に炎が移り、やけどの原因になります。

コンロ部をご使用の際には

やかんや鍋などの大きさに合わせて火力を調節する
火力が強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などが過熱され、やけどや取っ手の焼損の原因に
なります。必ず守る 

使用中や使用直後は操作部以外は触
らない
機器本体とその周辺および調理用具が熱くな
っており、やけどの原因になります。
※とくに小さなお子さまがいる家庭では注意
してください。

接触禁止 

みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、
火力を弱めにして、よくかき混ぜる
強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどが突然噴き上がり、鍋がはねあがってやけどをする
原因になります。（とくにだし入り豆みそ（赤みそなど）のときは注意してください。）

必ず守る 

やけどやけがの予防のために注意 

点火操作時や使用中はバーナー付近に顔や手などを近づけない
炎や熱で顔や手など、やけどの原因になります。
※調理中に温度センサーが作動し、自動的に“弱火” “強火”と炎の大きさが変化する場合があるため、
やけどをするおそれがあります。

禁　止 

突沸現象について
突沸現象とは、突然にふっとうする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めると
きに、ささいなきっかけ（容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直火でこれらを温めるときに
も起きることがあります。
この現象が調理中に起きると、鍋がはねあがったり、高温の液体が飛び散るため、やけどやケガをするおそれ
があります。これらの予防法として次の点にご注意ください。
¡カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁物の温めは弱火でかき混ぜながら加熱する。
（強火で急に加熱しない。）
¡熱々の汁ものに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少しさましてから行う。
¡鍋の大きさにあった火力で加熱する。

必ず守る 

禁　止 
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グリルを使用するときは、グリル排気口に手や顔などを近づけない
鍋の取っ手などがグリル排気口にかからないようにする
高温の排気が出て、やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。

接触禁止 

やけどやけがの予防のために注意 

お手入れの際には

お手入れをするときは、機器が十分
冷えてから、手袋をして行う
手袋をしないでお手入れすると、やけどや機
器の突起物などでけがをする原因になります。

必ず守る 

トッププレートは取りはずさない
トッププレートを取りはずすと、裏面でけが
をする原因になります。
また、ガラス裏面に洗剤や薬剤が付着すると、
変色したりキズの原因になります。

ごとくは、欠き部を
バーナーリングの凸
部に合わせ、正しく
取り付ける
正しく取り付けないと
ごとくが傾き、鍋の転
倒や、不完全燃焼の原
因になります。

必ず守る 

グリル受け皿に水を入れて使用しない
グリル機能が正しくはたらかなかったり、調理
物が燃えるなどの原因になります。また、お湯
がこぼれてやけどの原因にもなります。

禁　止 

グリル部をご使用の際には

グリル使用中や使用直後は、グリル
とびら取っ手以外は触らない
グリル受け皿を持つときは、ぬれぶ
きんなどで持たない
やけどの原因になります。

禁　止 

グリル受け皿を持ち運びするときは、
冷えてから持ち運ぶ
使用中や使用直後は、グリル受け皿やグリル
受け皿にたまった脂が高温になっており、や
けどの原因になります。また、グリル受け皿
にたまった脂などがこぼれないように注意し
てください。

必ず守る 

使用直後の魚の出し入れは、グリル
とびらやグリル受け皿、グリル焼網
を機器から取りはずさずに行う
グリルとびらガラスやグリル焼網などが熱く
なっており、やけどの原因になります。

必ず守る 

グリルとびらおよびグリルとびら取
っ手に重いものをのせたり強い力を
加えない
グリルとびらがはずれ、けがや機器損傷の原
因になります。

グリルとびらガラスに衝撃を加えた
りキズをつけたりしない
また、使用中や使用直後に水をかけ
ない
グリルとびらガラスが割れて、やけどやけが
の原因になります。

禁　止 

禁　止 

禁　止 
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お子さまに対する注意

小さなお子さまだけで使用させない
思わぬ事故の原因になります。
お子さまが触れても点火しないよう、ロックを設定することができます。（16ページ）

温度センサーが上下にスムーズに動
くことを確認する
温度センサーのお手入れはこまめに
行う（35ページ）
鍋底に密着しないと、温度センサーが正しく
はたらきません。

必ず守る 

正常な動作のために

温度センサーに強いショックを加え
たり、キズをつけない
温度センサーが故障すると、天ぷら油過熱防
止（39ページ）などが正しくはたらきません。

禁　止 

バーナーキャップは正しく取り付ける
バーナーキャップを正しく取り付けないと、点火しなかったり炎が不均一になり、
異常燃焼や部品が焼損、変形する原因になります。必ず守る 

注意 

注意 

機器損傷の予防のために

お手入れの際には

注意 

機器をご使用の際には

トッププレートに直接高温の鍋など
をのせない
トッププレートの変色や損傷の原因になります。

禁　止 

ごとくをはずして直接コンロに鍋を
置いて使用しない
不完全燃焼や機器焼損の原因になります。

禁　止 

グリルとびら、グリルとびら取っ手、
コンロ用操作部、電池ケースふたな
どに、重いものをのせたり強い力を
加えない
機器損傷の原因になります。

禁　止 

グリルとびらを開けたままグリルを
使用しない
グリルとびらに魚などをはさみこむなど、グ
リルとびらが開いた状態では使用しないでく
ださい。
機器上部が変色したり、ワークトップを焦が
す原因になります。

禁　止 

焼網は使用しない
異常過熱により塗装の変色・はく離・機器焼
損・変形の原因になります。禁　止 

焼網 

禁　止 
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お願い

機器について
■ この製品は家庭用です。業務用のような使いかたを
すると、機器の寿命が著しく短くなります。この場
合の修理は保証期間内でも有料となります。

■ 長時間使用していなかったり、初めて使用するとき
は、配管内に空気が入っていて点火しにくい場合が
あります。
しばらく待ってから、再度点火してください。

■ 長期間使用しない場合は・・・
¡機器のガス栓を閉じてください。
¡各部の汚れを取り除き、ほこりや異物が入らない
ようにビニールなどをかけてください。
再使用時は、完全に取りはずしてください。

¡乾電池を電池ケースより抜いてください。
乾電池の液漏れにより、機器をいためる原因になります。

■ 機器を廃棄する場合は・・・
¡機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理
を依頼してください。もしお客さまで旧機器の処理
をする場合、乾電池を使用している機器は、乾電池
を取りはずしてから正規の処理を行ってください。

コンロのご使用について
■ エアコン、扇風機の風などがコンロの炎にあたらな
いように配慮して使用してください。
温度センサーにより鍋底の温度を検知して火力を制
御するため、風があたると温度センサーが正しくは
たらかない場合があり、火が途中で消えたり不完全
燃焼の原因になります。

■ 鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため
300g以上（調理物の重さを含む）にしてください。
とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意
してください。

■ 弱火のときは炎が見えにくい場合があります。
消し忘れに注意してください。

■ 調理中に鍋をのせかえるときは、一旦火を消してか
らのせかえてください。
火を消さずに作業をすると、やけどの原因になりま
す。また、鍋をのせかえたりコンロから鍋をはずさ
れている時間が長く続くと、弱火になったり、自動
消火したり、温度センサーが正しくはたらかない場
合があります。

■ コンロを弱火で使用している場合は、機器下のキャ
ビネットとびらやグリルとびらをゆっくり開閉して
ください。
とびらの開閉により発生した風で、火が消える場合
があります。

■ 強火で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっ
つくことがあります。
鍋を動かすときは注意してください。

■ 煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく
ださい。
機器の内部に煮汁が浸入すると、故障の原因になり
ます。また、バーナーに煮こぼれがかかったまま放
置すると、炎口がつまり機器内部で燃えることによ
り、機器焼損の原因になります。

機器のご使用について
■ 使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認
してください。

■ トッププレート上で、鍋などをすべらせたりしない
でください。
ガラスや鍋が損傷する原因になります。

■ 機器の下にオーブンを設置して使用している場合、
オーブンのとびらを半開きのままで使用しないでく
ださい。
やけどや過熱による変形などの原因になります。

グリルのご使用について
■ 連続で使用する場合は一旦火を消し、再度点火して
ください。
グリル庫内が高温になっていると、グリル過熱防止
センサー（40ページ）がはたらいて、焼き上がる前
に消火する場合があります。

■ 魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を
約1分以上引き出したままにする場合は、一旦火を
消してください。
グリル過熱防止センサー（40ページ）がはたらいて、
消火する場合があります。

■ 冷蔵庫から出した冷たいままの魚などは、すぐに焼
かないでください。
また、冷凍された魚などは、完全に解凍してから焼
いてください。
中心部まで十分に火が通らず、焼き上がりがよくな
い場合や、生焼け状態になる場合があります。

お手入れについて
■ 機器や機器周辺（システムキッチンの天板など）に水
をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。
また、ぬれぶきんやスポンジたわしを使用する場合
もよくしぼり、水分を切ってから使用してください。
機器内部に水が浸入し、故障の原因になります。



◎機器を設置する周囲の壁などが、防火上安全な
場所かまたは、防火上有効な間隔を確保するこ
とができる場所に設置してください。
◎この機器は防火性能評定品です。

※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分も含む）とは、下
表に基づき下図の離隔距離を確保してください。

◎離隔距離がとれない場合や、仕上げの構造がわからない場合は、必ず防熱板による防火措置を行ってください。

■機器の設置・移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、東邦ガス営業所に依頼し安全な位置に正し
く設置してください。

警告
周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保さ
れていることを確認する
離隔距離が少ないと、火災の原因になります。

防熱板（別売品）は、必ず指定のものを使用する
防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って正しく取
り付ける。
防熱板を取り付けないと、火災の原因になります。

※（　）内は、周囲の壁が不燃材料で有効に仕上げた部分
もしくは、防熱板を取り付けたときの寸法です。

※1 レンジフードファン以外の場合は80cm以上。
※2 不燃材料がない場合は80cm以上。

必ず守る

必ず守る

防火上の離隔距離

警告
・防熱板は4種類用意しています。
・用途に適した防熱板を選んでいた
だき、正しく取り付けてください。
※取り付け方法は別売の防熱板に同
こんされている「取付説明書」をご
覧ください。

ワークトップの
後部に立ち上が
りがある場合

rバックガード

5cm以上
（0）

8
0
cm
以
上

可燃物
可
燃
物

機器の周囲が可燃物の場合

レンジフードおよび不燃材の場合

側面

5cm以上
（0）

側面

可
燃
物

※
2

6
0
cm
以
上

※
1

6
0
cm
以
上

金属以外の
不燃材料
（3mm以上）

正面

グリスフィルター
レンジフード

（コンロ）

15cm
以上

15cm以上
（0）

可燃物

可
燃
物

15cm以上
（0）

15cm以上
（0）

正面

キャビネット
またはオーブン

（コンロ）

q

w

e

590

550

LP0130 600

DP0129 900

590DP0128 535

r 90DP0101 600

コード番号 高さ（mm） 幅（mm）

防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの東邦ガス営業所（別紙お問い合わせ先一覧表）に
お問い合わせください。

※イラストはイメージ図です。

15以上

15以上 （3mm以上）
60以上60以上

グリスフィルター

金属以外の不燃材

5以上

防火性能評定シール
（トッププレートに貼付）

可燃物からの離隔距離（cm）

財団法人  日本ガス機器検査協会

ガス機器防火性能評定品

上方がレンジフードファンおよび不燃材の場合

上方 側方 前方 後方
80以上 15以上 15以上 5以上
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注意

◇バーナーキャップ・ごとく・グリル排気口カバー・グリル部品（グリルとびら、グリル焼網、グリル受け皿）
ははずせます。それ以外の部品は、絶対に取りはずさないでください。

◇ご使用の都度、お手入れしてください。汚れたままにしますと汚れがこびりつき、落ちにくくなります。
煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。
煮こぼれしたまま放置するとお手入れする部品が固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふき取ってください。焼きついて掃除が困難になります。

お手入れは、機器のガス栓を閉じ、機器が冷えてから手袋をはめて行う
とくにグリル排気口の中側、グリル庫内をお手入れするときは、十分注意する
やけどや機器の角などでけがをする原因になります。

お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん・紙類などを置き忘れていないか必ず確認する
バーナーキャップ水洗い後は、よく水気を切る
水分が残ったまま取り付けると、点火不良や不完全燃焼になります。

ごとくやバーナーキャップを正しく取り付ける
正しく取り付けないと、点火しなかったり炎が不均一になり、異常燃焼や部品が焼損、変形するおそれがあり
ます。

お願い

ず守ず守必ず守る

酸性洗剤・
アルカリ性洗剤・
漂白剤

シンナー・
ベンジン・
アルコール

スポンジたわし やわらかい布 やわらかい
歯ブラシ歯ブラシ

台所用中性洗剤

スポンジたわし裏面

スプレー式洗剤

クリームクレンザー

亀の子たわし 金属たわし属た

硬い歯ブラシ

ナイロンたわしナイロンたわし

◇キズの原因となるもの
※部品・グリルとびらガラス・ホーロー・
フッ素コートや塗装の表面にキズがつき、
はがれ・欠け・変色・変質・さび・割れ
の原因になります。　

◇部品やホーロー・フッ素コートや塗装
の表面が変質し、はがれ・変色・さび・
樹脂部品の割れの原因になるもの

◇樹脂部品の割れ・表面の変質・キズ、
変色・さびの原因になるもの

・機器内部に洗剤が入ると故障の原因にな
ります。必ずやわらかい布やスポンジた
わしなどに含ませてから使用してください。

トッププレートのみ

直接かけて使ってはいけないもの

クレンザー ミガキ粉

歯みがき粉

弱酸性洗剤・
弱アルカリ性洗剤・
クリームクレンザー

お手入れ道具・洗剤について

中
性
洗
剤

中
性
洗
剤

台
所
用

台
所
用

中
性
洗
剤

台
所
用

ク
レ
ン
ザ
ー

ク
リ
ー
ム

シンシ ナンナン ーナーナ漂白漂 剤白剤白

ア
ル
カ
リ
性
洗
剤

ククレク ンレ ザン ーーーザーザ

ミ
ガ
キ
粉

歯
み
が
き
粉

スプレー式

洗剤

お手入れお手入れお手入れ その前に
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修理を依頼される前にこの表で確かめてください

こんなとき 考えられること 参照
ページ

点
　
火

1故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら

点火しない
q点火しない 
w点火しにくい 
eスパークしない
r点火してもすぐ消える

ガス配管内に空気が残っていませんか？ 
（長期間使用していなかったり、朝一番など）点火操作
を繰り返してください。

バーナーの炎口がつまっていませんか？
点火プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップがぬれ
たり、汚れたりしていませんか？ 

温度センサーが高温になっていませんか？ 
安全装置が作動して消火した場合、温度センサーの温度
が下がるまで点火してもすぐ消火します。

33

18・32

ー

35

ー

16・29

8

電池交換サインが点滅していませんか？
乾電池が消耗していて、機器を作動させる電圧がなくな
ったためです。
新しいアルカリ乾電池（単1形：2個）に交換してください。

点火/消火ボタンを止まるまでいっぱいに押していますか？

12・35バーナーキャップが傾いたり、浮いたりしていませんか？

グリルはコンロにくらべて点火に時間がかかります。

機器のガス栓を全開にしてますか？

16

ー

ロックを解除していますか？ 

アルミはく製しる受けを使用していませんか？
使用しないでください。

qw

er

qw

e

qw

er

r

qw

q

ー ー1ヶ所の点火操作ですべてのバーナーでスパークします。
異常ではありません。

点火すると他のバ
ーナーもスパーク（パ
チパチ）する

ー ー
点火／消火ボタン
から手を放しても
スパークする

点火/消火ボタンから手を放してもスパークが続きます。
（最長約5秒）
異常ではありません。
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こんなとき 考えられること 参照
ページ

燃
　
焼

故障かな？と思ったら

12・35

9

8

35
バーナー炎口がつまっていませんか？
点火プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップがぬれ
たり、汚れたりしていませんか？ 

火力調節をはやく操作していませんか？
はやく操作すると、炎が赤くなる場合があります。
異常ではありません。ゆっくり操作してください。

加湿器を使用していませんか？
加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムが燃えて
炎が赤くなることがあります。異常ではありません。

弱火の状態で機器下のキャビネットとびらをはやく開閉
していませんか？
また、グリルとびらをはやく開閉していませんか？
はやく開閉すると消火することがあります。
ゆっくり開閉してください。

火力調節時に一瞬炎が黄色くなったり大きくなる場合が
あります。異常ではありません。

コンロとグリルを同時に使用していませんか？
グリル使用時にコンロを使用すると焼きものの塩分（ナ
トリウム）やカルシウムが燃えて、コンロの炎も赤くな
ります。異常ではありません。

バーナーキャップが傾いたり、浮いたりしていませんか？

換気をしていますか？

アルミはく製しる受けを使用していませんか？
使用しないでください。

炎の状態がおかしい
q炎が安定しない 
w炎が黄色い、赤い 
e異常音をたてて
　燃える、消える 
r炎が均一でない 
t使用中炎が消える 
y鍋にすすがつく

ー

ー

ー

ー

13

qw

er

ty

wr

ty

9・13
風が吹き込んでいませんか？
扇風機や冷暖房機器の風があたっていませんか？

qr

t

wt

w

t

ー ー
バーナー内部のガスが一度に出されるためです。
異常ではありません。

強火になったとき
一瞬炎が大きくなる

ー ーバーナー内部に残ったガスが燃焼しているためです。
異常ではありません。すぐに消火しない
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こんなとき 考えられること 参照
ページ

音

使
用
時

2

使用中、消火後に
音がする
q「ポン」と音がする
w「カチッ」と音がする
eキシミ音がする
r「シャー」と音がする
t点火初期に「ポッポ
ッ」と音がする

yグリル使用中に魚な
どの脂が「パチパチ・
ジュージュー」とは
ねる音がする

q

w

e

r

t

35

ー

ー

ー

ー

ー

バーナーキャップを正しくセットしていますか？
コンロバーナー使用後の「ポン」という火の消えたときの
音です。異常ではありません。
バーナーキャップが正しくセットされていないと上記の
ような音がする場合があります。

火力を切り替える動作音です。
異常ではありません。

y
魚などに含まれている水分が油と接触して蒸発する音です。
異常ではありません。

点火後や消火後にキシミ音がでますが、加熱や冷却され
るときに、金属が膨張収縮して起こる音です。
異常ではありません。

コンロバーナー使用中「シャー」と音がでますが、燃焼す
るガスの通過音です。
異常ではありません。

機器が冷えている状態で点火するとしばらく「ポッポッ」
と音のする場合があります。
異常ではありません。
機器が温まると音はなくなります。

故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら

コンロ使用時に…
q調理中に消火する
w油が高温になってい
ても自動消火しない

e点火してもすぐ消える
r自動で火力が変わる
t鍋底がひどく焦げつ
いて消火する

y揚げものがうまくで
きない

qw

er

ty

qw

er

y

qe

qt

q

15

4・7

39

39

20

13

ー

15・21
22

鍋の形状や材質が適していますか？

鍋底が温度センサーと密着していますか？

鍋底や温度センサーが汚れていませんか？

油の量は適切ですか？
油量500mL～1000mLが適切です。
鍋の形状や材質、油の量によっては油の温度が設定温度
より高めになったり低めになったりする場合があります。
設定温度を加減してお使いください。

温度センサーが高温になっていませんか？
安全装置がはたらいて消火した場合、温度センサーの温
度が下がるまで点火してもすぐ消火します。

鍋底が焦げついて消火していませんか？
焦げつきや空だきの場合、焦げつき自動消火がはたらい
て、自動的に消火します。

弱火の状態で機器下のキャビネットとびらをはやく開閉
していませんか？
また、グリルとびらをはやく開閉していませんか？
はやく開閉すると消火することがあります。
ゆっくり開閉してください。

タイマーが終了していませんか？
再度点火してください。

カレーやシチューなどとろみのある料理を中火以上で再
加熱していませんか？ 
水を加え弱火で様子を見ながらかき混ぜて調理してくだ
さい。
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こんなとき 考えられること 参照
ページ

使
用
時

故障かな？と思ったら

コンロ使用時に…
q調理中に消火する
w油が高温になってい
ても自動消火しない

e点火してもすぐ消える
r自動で火力が変わる
t鍋底がひどく焦げつ
いて消火する

y揚げものがうまくで
きない

e

t

w

e

r

r 39

ー

ー
カラメル、みそなど水分のほとんどない料理を中火以上
で加熱していませんか？ 
弱火で様子を見ながらかき混ぜて調理してください。

無洗米を使用していませんか？ 
1～2回洗米し、3％ぐらい多めに水をいれて、必ず浸し
おきをして炊飯してください。

冷凍食品や冷凍した調理物をそのまま調理していません
か？解凍してから調理してください。 

鍋の温度が高温になると、過熱防止のため自動的に火力
を切り替えます。
弱火 　強火を繰り返し、この状態が約30分続くと自動
消火します。
弱火になると支障のあるときは、センサー解除キーを押
すと、高温での調理ができます。（高火力コンロのみ）

q 39
長時間使用していませんか？
コンロは、点火後約120分で自動消火し、消し忘れを
防ぎます。

qw

er

15・26

25

ー

4・7

炊飯に適した鍋を使用していますか？

鍋底が温度センサーと密着していますか？

25

25・26

お米の量や水量を正しく計量していますか？

よく洗米していますか？ 

25

27

26

火力を炊飯位置に正しく調節していますか？ 
火力が炊飯位置より強火側の場合、ごはんはかために、
弱火側の場合、やわらかめになります。

28

28

ー

27・28

ひたしおき時間は十分ですか？

炊飯途中にふたを開けていませんか？ 

炊き上がった後、10～15分程度むらしていますか？

むらした後、ごはんをかき混ぜていますか？

炊飯量は適切ですか？ 
ごはん1～3合、おかゆ0.5合～1合が適切です。

銘柄や産地、保存期間により炊きあがりのかたさや粘り、
食味が変わります。

炊きこみごはんではありませんか？ 
白米にくらべ焦げやすくなります。 

炊飯モードで上手
に炊飯ができない
qふきこぼれる
wごはんがかたい
eごはんがやわらかい
rごはんが焦げる

we

wr
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こんなとき 考えられること 参照
ページ

使
用
時

3

湯わかしモードを
使用しても…
qお湯がぬるい
wお知らせが遅い
eふきこぼれる

qw

e

we

rt

qw

e

qw

t

q

w

r

q

w

15

15・23

15・23

ー

30

31・32

30

32

13・30

29

32

23

4・7

湯わかしに適した鍋を使用していますか？

鍋底が温度センサーと密着していますか？

水の量は適切ですか？ 
水量500mL～2000mLが適切です。

お湯（70℃以上）を湯わかしモードでわかしていませんか？
お湯から湯わかしモードを使用した場合は、ふっとうし
てから消火や弱火になるまで時間を要する場合や、ふっ
とうする前に消火する場合があります。

火力を弱火にしていませんか？
火力を弱火で使用すると、ふっとうする前に保温になっ
たり、消火したりします。

加熱中に鍋を動かしたり、ふたを開閉したり、水をかき
混ぜたりしていませんか？

グリル使用時に…
q焼けすぎる
w焼け足りない
e焼きムラ
r煙が出る
t調理中に消火する

グリルとびらは確実に閉まっていますか？

魚などの調理物の置きかたは合っていますか？

脂の多い魚などを焼くと煙が多く出るため、排気口以外
からも煙が出る場合があります。

冷蔵庫から出した冷たいままの魚などを焼いていません
か？
完全に解凍していますか？

初めてグリルを使うときグリル排気口以外から煙やにお
いが出ます。グリルには加工油を使っておりその油が焼
けるためです。異常ではありません。

グリル庫内の温度が高くなっていませんか？
過熱防止センサーがはたらき、消火することがあります。
グリル庫内が冷めるまで（約3分）待ってから使用してく
ださい。

食材にあった火力にしていますか？

みそ漬けやかす漬けの魚を焼くときは、みそやかすは取
ってから焼いていますか？

故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら
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乾電池×2

処　　置原　　因お知らせ表示

電
池

グ
リ
ル

コ
ン
ロ

そ
の
他

ランプ表示（点滅）

ランプ表示（点滅）

バーナー不着火（点火に失敗したとき）

バーナー途中消火
（煮こぼれや風などで消火したとき）

コンロ消し忘れ消火機能が作動したとき

タイマー設定時間が終了したとき

バーナー不着火（点火に失敗したとき）

電池が消耗してきたとき

バーナー途中消火

グリル過熱防止センサーが作動したとき
（空焼きした場合や、焼きすぎた場合）

焦げつきや異常高温になったとき

点火／消火ボタンを「消火の状態」
に戻してください。
続けてお使いになるときは、十
分換気をしてから、再度点火し
てください。

点火／消火ボタンを「消火の状
態」に戻してください。
続けてお使いになるときは、
十分換気をしてから、再度点
火してください。
グリル過熱防止センサーがは
たらいているときは、点火し
ても手を離すと消火します。
しばらく（約3分）待ってから、
再点火してください。

電池を交換してください。
（33ページ）
（アルカリ乾電池：単1形×2個）

点検が必要です。点火／消火ボタ
ンを「消火の状態」に戻し、お買い
上げの販売店または、東邦ガス営
業所に連絡してください。

上記の処置で直らな上記の処置で直らな
いときや、次の表示いときや、次の表示
が出たときが出たとき
上記の処置で直らないとき

グリル燃焼
ランプ

電池
交換サイン

◇自動消火した場合は、必ず点火／消火ボタンを戻してください。
戻し忘れた場合は、5分おきにブザー音「ピー」でお知らせします。

ブザー音のみ

電池ケースふた

電池交換サイン

グリル燃焼ランプ
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